
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和2年度）

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

農業大学校食堂棟厨房調理機器
更新事業

鹿児島県 3,685,000 3,685,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

事業期間の設定理由 かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針の期間による

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

新規就農率
63％

直接就農者÷卒業
生数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 63

達成度 ％

評価年度の設定理由

令和3年度～令和6年度卒業生平均の新規就農率により事業評価を行うため

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針（平成27年度～令和6年度）
　4　担い手確保・育成に関する施策
　（2）新たに就農しようとする者の確保・育成に関する施策
　　　　・ 農業就農人口の減少に対応していくためには，若い人に農業の魅力を伝え，将来的に農業を職業として
         選択してもらい，地域農業の担い手となることが期待される意欲ある新規就農者を確保・育成する必要が
         あります。
　　　　   このため，鹿児島県新規就農相談所等での県内外における就農・就業相談，農業高等学校及び農業大学
         校での教育・研修，農業法人と就業希望者とのマッチングなど，就農・就業促進に向けた取組を一体的に
         推進します。

事業開始年度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島県

交付金事業実施場所 日置市吹上町

交付金事業の概要

　鹿児島県立農業大学校では，次代の農業及び農村を担う優れた農業者及び農村地域の指導者等の育成を行っています。
　学生は，全寮制のため学生寮に入居しており，農大学生食堂では，朝昼夜の1日に600～700食分の食事を提供し，その都
度，調理器具・食器類は洗浄して，用途毎に消毒保管機で乾燥・保管を行っています。
　これらは農大開校当初から導入された機械で耐用年数(7年)を大きく超えており，補修部品が作られていないため，故障
した場合は修理不能で，直ちに食事の提供ができなくなることから厨房機器の更新を行いました。

  農業大学校食堂棟厨房調理機器更新
  ・包丁まな板消毒保管機  2台　・消毒保管機　2台

1 公共用施設に係る整備，維持補修又は維持運営等措置 農業大学校食堂棟厨房調理機器更新事業

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鹿児島県農業開発総合センター管理部総務管理課管理係

消毒保管機更新(4台) 指名競争入札 北沢産業株式会社鹿児島営業所（鹿児島市） 3,685,000

交付金事業の担当課室 鹿児島県農業開発総合センター管理部総務管理課管理係

0 0 3,685,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 0 0 3,685,000

交付金充当額 0 0 3,685,000

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度

－

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

4

達成度 ％ － － 100

令和2年度

消毒保管機の更新台数

活動実績 台 － － 4

活動見込 台 －

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　厨房調理機器を更新したことで機器の故障がなくなり，安定的な給食の提供をすることができるようになりました。
　これにより学生の育成向上も図られつつあります。
　「新規就農率」については，令和6年度に改めて達成度合いを測定予定です。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和2年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

農業大学校学生寮空調機器更新
整備事業

鹿児島県 5,830,000 5,830,000



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備，維持補修又は維持運営等措置 農業大学校学生寮空調機器更新整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針（平成27年度～令和6年度）
　4　担い手確保・育成に関する施策
　　（2）新たに就農しようとする者の確保・育成に関する施策
　　　・農業就業人口の減少に対応していくためには，地域農業の担い手となることが期待される意欲ある
      新規就農者を確保・育成する必要があります。
　　　  このため，農業高等学校，農業大学校などでの教育・研修，鹿児島県新規就農相談所等での就農・就
      業相談活動等を推進します。

事業開始年度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島県

交付金事業実施場所 日置市吹上町

交付金事業の概要

　鹿児島県立農業大学校では，次代の農業及び農村を担う優れた農業者及び農村地域の指導者等の育成を行っておりま
す。
　学生は，全寮制のため学生寮に入居しておりますが，各居室に設置したエアコンが導入後17年経過し，故障が多く発生
しており，故障した際の修理部品の新たな調達も不可能な状況にあります。
　そのため，平成29年度から電源立地地域対策交付金を活用し，エアコンの更新を行っており，本年度も継続して実施し
ました。

・学生寮空調機器　52台　壁掛型　冷房能力　2.2kW　暖房能力　2.2kW

事業期間の設定理由 かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針の期間による

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

新規就農率
63％

新規就農者÷卒業
生数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 63

達成度 ％

評価年度の設定理由

令和3年度～令和6年度卒業生平均の新規就農率により事業評価を行うため



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　空調機器を更新したことで機器の故障がなくなり，快適な生活環境を提供することができるようになりました。これに
より学生の育成向上も図られつつあります。
「新規就農率」については，令和6年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

52

達成度 ％ 100 100 100

令和2年度

空調機器の更新台数

活動実績 台 65 46 52

活動見込 台 65

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度

46

総事業費 11,664,000 5,335,000 5,830,000 22,829,000円（3ヶ年計）

交付金充当額 11,664,000 5,335,000 5,830,000

11,664,000 5,335,000 5,830,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 農業開発総合センター農業大学校教修部教務指導課

学生寮空調機器更新（52台） 指名競争入札 海江田電気株式会社（いちき串木野市） 5,830,000

交付金事業の担当課室 農業開発総合センター農業大学校教修部教務指導課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和2年度）

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営措置

農業大学校畜産学部豚舎除糞装
置更新事業

鹿児島県 5,252,599 5,252,599

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

事業期間の設定理由 かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針の期間による

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

新規就農率
74％

新規就農者
÷卒業生数

（畜産学部）
×100

成果実績 ％

目標値 ％ 74

達成度 ％

評価年度の設定理由

令和3年度～令和6年度卒業生平均の新規就農率により事業評価を行うため

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針（平成27年度～令和6年度）
　4　担い手確保・育成に関する施策
　（2）新たに就農しようとする者の確保・育成に関する施策
　　　 農業就農人口の減少に対応していくためには，若い人に農業の魅力を伝え，将来的に農業を職業として
     選択してもらい，地域農業の担い手となることが期待される意欲ある新規就農者を確保・育成する必要が
     あります。
       このため，鹿児島県新規就農相談所等での県内外における就農・就業相談，農業高等学校及び農業大学
     校での教育・研修，農業法人と就業希望者とのマッチングなど，就農・就業促進に向けた取組を一体的に
     推進します。

事業開始年度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島県

交付金事業実施場所 日置市吹上町

交付金事業の概要

　除糞用スクレーパーは，各豚舎床下に設置され，ワイヤーで前後に移動させることで床下に落ちた糞を掻き集める装置で，
豚舎内の糞処理を担っており，「母豚種雄豚舎」,「繁殖子豚育成豚舎」,「肥育豚舎」の３つの豚舎及び各豚舎から集めた糞
を貯留槽に集める「横引き」の４つのラインで構成されています。
　これらスクレーパーは，長年糞尿や消毒液などに晒されたことで腐食が進み破損箇所が増えており，糞を掻き出せず糞が一
部床下から排出されないなど支障を来していたため，全豚舎及び横引きラインのスクレーパー及びスクリューを更新しまし
た。

豚舎スクレーパー機材取替工事　一式
・種豚舎，分娩舎，肥育舎，各床下集糞縦引きスクレーパー
・横引きスクレーパー
・集糞スクリューコンベア

1 公共用施設に係る整備，維持補修又は維持運営措置 農業大学校畜産学部豚舎除糞装置更新事業

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 農業開発総合センター農業大学校畜産学部養豚科

除糞装置の更新(一式) 随意契約（特命） 株式会社セキネ（埼玉県深谷市） 5,252,599

交付金事業の担当課室 農業開発総合センター農業大学校畜産学部養豚科

0 0 5,252,599

交付金事業の契約の概要

総事業費 0 0 5,252,599

交付金充当額 0 0 5,252,599

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度

－

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

1

達成度 ％ － － 100

令和2年度

除糞装置の更新整備

活動実績 式 － － 1

活動見込 式 －

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　除糞用スクレーパーを更新したことで機器の故障がなくなり，支障なく業務を行えるようになりました。これにより学生の
育成向上も図られつつあります。
　「新規就農率」については，令和6年度に改めて達成度合いを測定予定です。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和2年度）

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

農業大学校冷凍庫室外機設備等
更新事業

鹿児島県 1,760,000 1,701,442

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

事業期間の設定理由 かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針の期間による。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

農業者研修の定員
充足率
100％

受講者÷定員×
100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

評価年度の設定理由

　事業実施翌年度の成果目標により評価を行うため。

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針（平成27年度～令和6年度）
　4　担い手確保・育成に関する施策
　 (2)新たに就農しようとする者の確保・育成に関する施策
　　　　　　農業就農人口の減少に対応していくためには，若い人に農業の魅力を伝え，将来的に農業を職業と
　　　　　して選択してもらい，地域農業の担い手となることが期待される意欲ある新規就農者を確保・育成す
　　　　　る必要があります。
　　　　　　このため，鹿児島県新規就農相談所等での県内外における就農・就業相談，農業高等学校及び農業
　　　　　大学校での教育・研修，農業法人と就業希望者とのマッチングなど，就農・就業促進に向けた取組を
　　　　　推進します。
　　（3）女性が農業経営において能力を発揮できる環境整備に関する施策
　　　　　　農業の振興や農村の活性化を図るためには，農業就業人口の約半数を占める女性の農業経営や地域
　　　　　づくりの担い手としての位置付けを明確にし，持てる能力を十分発揮できるようにする必要があります。
　　　　　　さらに，地域資源を生かした女性による新たな商品・サービスの開発をはじめとする起業活動を促
　　　　　進し，その活躍の場を広げます。

事業開始年度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島県

交付金事業実施場所 日置市吹上町

交付金事業の概要

　農業大学校における学生及び農業者の加工指導においては，加工用原材料は農大産野菜・果樹を収穫時期に冷凍(一次加
工)して保管し，随時加工指導用として使用しています。現在の冷凍庫は凍結機能が低下し，フロンガス対応機種のため，
万一ガス漏れが生じた場合，使用不能になります。
　そのため，電源立地地域対策交付金を活用し，ノンフロン製品に対応できる新たな室外・室内機，配管等に更新しまし
た。
　・　冷凍庫の室外・室内機、配管等更新整備　一式
 　　 冷却ユニット冷凍，室内機能力－20℃維持，室外機，冷媒配管接続

1 公共用施設に係る整備，維持補修又は維持運営等措置 農業大学校冷凍庫室外機設備等更新事業

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 農業開発総合センター農業大学校教修部農村生活研修課

冷凍庫更新 指名競争入札 日本調理機(株)鹿児島営業所(鹿児島市) 1,760,000

交付金事業の担当課室 農業開発総合センター農業大学校教修部農村生活研修課

0 0 1,701,442

交付金事業の契約の概要

総事業費 0 0 1,760,000

交付金充当額 0 0 1,701,442

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度

－

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

1

達成度 ％ － － 100

令和2年度

冷凍庫更新数

活動実績 式 － － 1

活動見込 式 －

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　冷却ユニット等を更新したことにより機器の故障が解消され，支障なく研修を行うことができるようになり，研修の効
率化が図られました。
　「農業研修者の定員充足率」については，令和4年度に改めて達成度合いを測定予定です。














































